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①人工光・閉鎖型育苗装置における気温、光量と低温短日に感受性を有する苗サイズの閾値を明らかにし
(図1)、安定して花芽分化した苗の生産が可能となることを実証した。

② 高温・多湿環境となる亜熱帯地域向けのLED補光法を開発し、秋春作と夏作の収量がそれぞれ増加する
ことを石垣島の栽培ハウスで実証した(図2)。この結果を用い、秋春作栽培と夏作栽培を組み合わせた、亜
熱帯地域向けの周年栽培法(図3)を確立し、石垣島の栽培ハウスで年間9.6t/10aとなることを確認した。

③東南アジア現地（インドネシア：パジャジャラン大学）に栽培実証用の設備(育苗装置、環境制御型栽培ハ
ウス)を整備し、日本品種のイチゴによる栽培実証試験を実施し、年換算10トン/10aの収量が十分見込まれ
ることを実証した(図4)。
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代表機関を事業主体とした成果の社会実装に向け、

①開発したイチゴの周年栽培技術について、インドネシアでの普及のために、更なる設備コスト及びランニン
グコストの低減を図る。

②高温多湿地域での日本品種のイチゴの高品質・高収量を実現するため、品種や栽培技術に関する知財の
保護に留意しながら、現地で直接イチゴの栽培管理・指導を担うリーダー等の人材育成に取り組み、栽培
指導サービス体系を確立する。

①「高温多湿地域での高収量・高品質栽培技術の確立」はイチゴ周年栽培の実現につながり、東南アジアの
みならず温暖化対策や夏期の高温対策として日本国内のイチゴ産地での栽培期間の延長や新たな産地
形成にも貢献できる。

②国内の栽培事業で開発された優れた農業技術を活用し、海外での栽培指導サービス事業として展開する
ことで、農業の成長産業化につなげる。

①2年後（2025年度）は、インドネシア現地の事業パートナーと業務提携契約を締結し、栽培指導サービス事
業の推進・売上回収体制を構築するとともに、現地にパイロットシステムを設置し、社会実装に着手する。

②5年後（2028年度）までには、大手生産者からの受注などにより、本技術を用いた栽培ハウス面積を10ha
以上に拡大するとともに、ビジネスモデルをフランチャイズ・ライセンス事業に拡大する。

③最終的には、高品質農産物のブランド化を推進・確立し、これをインドネシアから東南アジア全域に普及さ
せ、フードチェーン全体を視野に入れた社会実装を取り進める。

① Nakayama, M. et al. Effects of daytime LED supplemental lighting on strawberry growth and yield under 
subtropical climate, Acta Horticulturae (2024)

高温多湿環境でのイチゴ栽培を前提とした育苗技術・補光技術を開発し、開発済みの太陽光型植物工場

における統合環境制御と組み合せることで、熱帯・亜熱帯地域に適したイチゴ栽培システムを確立する。この

栽培システムを用いて、a)石垣島の栽培ハウスでの年間収量10t/10aの確認、b)インドネシアなど東南アジア

の現地実証試験における年間収量10t/10aを達成目標とする。

１ 研究の目的・終了時の達成目標

３ 今後の展開方向

【今後の開発・普及目標】

４ 開発した技術・成果の実用化により見込まれる波及効果及び国民生活への貢献
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研究終了時の達成目標

熱帯・亜熱帯地域に適したイチゴ栽培システム(育苗装置・環境制御型栽培ハウス)
を確立し、インドネシアなど東南アジア現地で収量10t/10aを実証する。

研究の主要な成果

今後の展開方向

見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

秋春作栽培（定植：10月、収穫12~6月≈240日間）
・日中の補光
10aあたり8.0 ｔ

夏作栽培（定植：7月、収穫9~10月≈130日間）
・夜間の補光
10aあたり1.6 ｔ
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10トン/10aライン

年間収量11.3トン/10a相当を実証

図１ 閉鎖型育苗装置での育苗方法 図２ 亜熱帯地域向けのLED補光法
による増収効果 （品種 よつぼし等）

図３ 亜熱帯地域向けの周年栽培歴（収量は石垣島での実証結果）

図４ インドネシアでの栽培実証状況と収量

１．イチゴ周年栽培技術の確立により、国内での栽培期間の延長や新たな産地形成に貢献

２．日本の農業技術の活用を、国内の栽培事業から海外に対しての栽培指導サービス事業に
拡大することで農業の成長産業化に貢献

１．イチゴ周年栽培技術の現地向け最適化と人材育成

２．現地事業パートナーと連携した、栽培指導サービス事
業推進

収穫育苗 栽培
週（2023年11月～2024年1月）

※図の週平均収穫量は37.1g/株
※収穫期間44週、7,000株/10aに換算して約11.3t/10a
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